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令和７年度の事業計画と予算の概要
　令和７年３月26日開催の令和６年度第４回理事会において、令和７年度事業計画及び
収支予算が決定されました。
　当協会は、今年度当該事業計画に基づき農林水産省及び（独）農畜産業振興機構が実
施する事業実施主体の公募に参加し、国、県及び中央団体の指導のもと、会員、関係機
関及び関係団体と連携して、経営安定対策、生産性向上対策や家畜衛生対策など公益性
の高い事業に取り組み、畜産経営体への諸支援に努めます。また、引き続き事務局体制
の健全な運営をめざして諸課題に取り組みます。

○事業計画骨子
１　公益目的事業
　畜産物の価格変動による損失を補填する事業、畜産業を営む者の経営の指導、家畜の飼養管理及び保健衛生に
関する技術指導等を通じて畜産の振興に寄与する事業

⑴　畜産物の価格変動により生ずる畜産経営体の損失を補填する事業
　肉用子牛生産者補給金制度及び平成30年12月に開始された肉用牛肥育経営安定交付金制度の両法律事業を適
切に実施します。

⑵　畜産経営体に対する経営及び技術の改善指導等を実施する事業
ア　経営・生産基盤の強化により収益性の高い経営体を
育成するため、規模拡大等により経営発展を目指す
畜産経営等に対し、関係者が一体となって畜産経営
診断指導を実施し、畜産経営の体質強化を図ります。
イ　経営・生産基盤の強化により収益性の高い経営体を
育成するため、中心的経営体指導強化推進事業を中
心とした各種の経営改善指導や、「にいがた畜産女子
会」の活動支援を実施します。

⑶　高能力家畜、器具・器材等の導入、家畜防疫を徹底するための経費に対して助成を行う事業
ア　畜産経営基盤を強化するため、「新潟県畜産振興クラスター協議会」の事務局として畜産クラスター事業
等を活用した生産性向上に係る機械導入支援や肉用牛生産基盤強化を目的とした肉用牛経営安定対策補完事
業を実施します。
イ　家畜疾病の清浄化や飼養衛生管理の強化に向けた取り組みを支援する
ため、牛疾病検査円滑化推進対策事業及び家畜生産農場衛生対策事業に
関連する衛生対策事業を実施します。
ウ　家畜伝染病のまん延防止を目的として、畜産農家の初動防疫活動体制
の整備推進を行うために、生産者段階での防疫演習を開催するとともに、
口蹄疫、豚熱等の悪性伝染病が万が一発生した場合、農場の経営再開を
支援するため、生産者が基金を造成して互助補償を行う制度を推進しま
す。
エ　新潟県内の農場における伝染性疾病（BLV：牛伝染性リンパ腫、PRRS：豚繁殖・呼吸器障害症候群）の
清浄化を実現するため、県内農場におけるモニタリング検査の実施と、清浄化取組モデル農場を設定し清浄
化に向けた取り組みを支援する事業を実施します。
オ　新潟県内で産業動物獣医師又は新潟県畜産獣医師（県職員）として就業を希
望する獣医学生に対し、修学資金を卒業まで給付する事業を実施します。

⑷　衛生管理基準を充足した畜産経営体を認定する事業
　食の安全･安心を求める消費者ニーズに対応して、HACCPの考え方に基づく
衛生管理手法を取り入れた「畜産安心ブランド生産農場」の認定を推進します。
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２　その他事業
　畜産の振興を支援する事業

⑴　県産和牛のブランド力強化を推進する
　　「にいがた和牛推進協議会」事務局を運営する事業
　「にいがた和牛」の流通・販売対策等を積極的に展開し、一層のブランド力強化に向けた取り組みを実施し
ます。

⑵　畜産物の消費拡大を図る事業
　畜産や畜産物に対する県民の理解増進を図ることを目的と
して、新潟県産畜産物を使った料理教室の開催やHPを利用
した情報発信をするなど消費拡大のPRに努めます。

⑶　緊急事態発生時に畜産経営体、団体に助成金を交付する事業
　伝染病の発生や災害発生時等に畜産経営体等に対する緊急対策を実施します。

○予算の概要
　計画事業費� （単位：千円）

区　　　分 事　業　等　名　称 計画事業費額 備　　　考
　畜産物の価格変動に
より生ずる畜産経営体
の損失を補填する事業

・肉用子牛生産者補給金制度
・肉用牛肥育経営安定交付金制度
　　　　　　　　（牛マルキン制度）

54,902
66,287

・肉用子牛補給金等
・牛マルキン交付金等

　畜産経営体に対する
経営及び技術の改善指
導等を実施する事業

・地域畜産支援指導等体制強化事業
・畜産経営診断に関する事業
・畜産特別資金等推進指導事業
・畜産近代化リース貸付指導事業
・畜産物輸出対応生産円滑化緊急対策事業
・にいがた畜産女子会事務局運営
・畜産活性化推進事業
・畜産物品質向上促進事業
・その他指導分析等に関する委託事業

19,447
5,241
1,383
295
967
770
643
2,644
831

・畜産コンサル等

・地域の共進会等支援等

・事業数３件

　高能力家畜、器具・
器材等の導入及び家畜
防疫を徹底するための
経費に対して助成を行
う事業

・畜産クラスター等推進業務
・その他器具等導入に関する委託事業
・肉用牛経営安定補完事業
・優良繁殖雌牛更新加速化事業
・優良和子牛生産推進緊急支援対策事業
・家畜生産農場衛生対策事業
・牛疾病検査円滑化推進対策事業
・家畜防疫・衛生指導対策事業
・馬飼養衛生管理特別対策事業
・獣医師養成確保修学資金給付事業
・地域養豚生産衛生向上対策支援事業
・家畜防疫互助基金支援事業推進業務
・野生獣衛生対策促進事業
・その他家畜衛生関係事業

911
747
2,692
724

23,561
1,404
1,720
9,537
562

10,251
2,391
1,581
312
40

・事業数２件
・離島対策等

・地域の疾病対策支援

・生産者を主体とした
　　　防疫演習支援継続
・新規１名募集

・事業数１件
　衛生管理基準を充足
した畜産経営体を認定
する事業

・畜産安心ブランド生産農場認定事業 800

　県産和牛のブランド
力強化を推進する「に
いがた和牛推進協議
会」事務局を運営する
事業

・にいがた和牛推進協議会事業 2,295

畜産物の消費拡大を図
る事業

・畜産理解増進事業
・馬事畜産振興推進事業

409
590

　緊急事態発生時に畜
産経営対、団体に助成
金を交付する事業

・新潟県畜産経営安定等緊急対策事業 2
※必要となった場合は、
あらためて計上する。

合　　計 213,939
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〇 人員配置
課 職　　名 氏　　名 備　考

専 務 理 事 瀨 髙 寛 治 事務局長兼務

事 務 局 次 長 樋 口 良 平 総務課長兼務

総  

務  

課

課 長
課 長 補 佐
主 事
事務補助員

樋 口 良 平
鈴　木　奈美子
青 木 貴 寛
関 　 朋 子

業 

務 

課

課 長
係 長
係 長

谷 川 昌 行
佐 藤 紫 織
真 保 春 紀

〇 各課の所管業務
課 主 な 担 当 業 務

総
務
課

・庶務及び経理に関する事務
・肉用子牛生産者補給金制度
・肉用牛肥育経営安定交付金制度

業
　
　
務
　
　
課

【経営支援関係】
・畜産経営診断に関する事業
・肉用牛経営安定対策補完事業
・畜産クラスター等推進業務
・畜産理解増進事業
・畜産相談窓口の設置

【衛生指導関係】
・家畜生産農場衛生対策事業
・家畜防疫互助基金支援事業
・牛疾病検査円滑化推進対策事業
・家畜防疫・衛生指導対策事業
・獣医師養成確保修学資金給付事業
・馬飼養衛生管理特別対策事業
・地域養豚生産衛生向上対策支援事業
・野生獣衛生対策促進事業
・畜産安心ブランド生産農場認定事業

【その他の事業】
・にいがた和牛推進協議会
・にいがた畜産女子会
・新潟県畜産振興クラスター協議会

　当協会では、本県の畜産振興に寄与するため、主に
県下一円又は市町村の範囲以上を参加地域とする畜産
共進会等において、優れた成績を収めた方に対し賞状
及び副賞を交付しています。
　昨年度は、令和６年６月から12月までに７ヶ所の共
進会等で交付いたしました。詳細は下記のとおりです。

行事名 主催者 賞名 受賞者 住　所

第47回
津 南 町
肉豚枝肉
共 励 会

津 南 町
養豚組合 最優秀賞 （株）

鬼や福ふく
中魚沼郡
津 南 町

第31回
ＪＡ佐渡
和 牛
共 進 会

佐渡農業
協同組合

優 等 賞
（未経産）梶 井 正 弘 佐 渡 市

優 等 賞
（経産） 古 城 富 久 佐 渡 市

三JA合同
肉牛枝肉
勉 強 会

阿 賀・
阿 賀 野
和牛改良
組 合

ベ ス ト
枝 肉 賞 渡 辺 　 崇 阿 賀 町

第22回
ＪＡ魚沼
十 日 町
養豚部会
枝 肉
共 進 会

ＪＡ魚沼
十 日 町
養豚部会

最優秀賞 生 越 正 徳 十日町市

優 秀 賞 平 野 清 志 十日町市

令和６年度
新 潟 県
子 牛
共 進 会

全国農業
協同組合
連 合 会
新 潟 県
本 部

最優秀賞 渡 辺 　 崇 阿 賀 町

第69回
新 潟 県
肥 育 牛
求 評
共 励 会

全国農業
協同組合
新 潟 県
本 部

最優秀賞 小 野 耕 司 胎 内 市

優秀賞
１席 野 村 吉 夫 村 上 市

優秀賞
２席 小 野 耕 司 胎 内 市

く び き
肉牛枝肉
研 究 会

え ち ご
上越農業
協同組合
肉 用
牛 部 会

最優秀賞 荻 谷 耕 治 上 越 市

� （敬称略）

令和７年度の事務局体制 昨年度の共進会の結果報告
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熱心に解説する根本参与
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　昨今の厳しい畜産情勢に対応するためには補助事業の活用がひとつの手段としてありますが、
内容が難しく分かりにくいこと等の理由により利用促進や適正執行に課題が出るケースがあり
ます。そこで補助事業及び補助金について分かりやすく学び、補助事業の利用促進による経営
改善に資することを目的として、２月21日に生産者及び支援機関・団体等の担当者を対象とし
た畜産経営セミナーを開催しました。
　講師に公益社団法人中央畜産会 資金・対策部の根本賢治参与をお迎えし、「補助金とは何か
～補助金適正化法と補助事業の仕組みについて～」と題して、法律に基づく補助金の扱いや補
助事業の流れについての解説や適正に執行する必要性について分かりやすく解説していただき
ました。
　前週の大雪の影響が心配されましたが、当日は会場（全農新潟県本部大会議室）とWeb（Zoom）
によるハイブリッド方式で計44名の参加がありました。生産者の参加も多かったことから、次
年度事業の畜産リノベ資金及び酪肉支援資金についての情報提供もあり、閉会後に講師と生産
者が資金について話をする姿も見られました。
　参加者アンケートでは、「難しいテーマではあっ
たが大変参考になった」「補助事業の仕組みを理解
できた」など多数の方から高評価をいただき、当初
の目的に沿ったセミナーを開催することができたと
感じております。

畜産経営セミナーを開催しました

令和８年度　畜産技術職（正職員）を募集します

新潟県畜産協会では令和８年度から一緒に働く仲間を募集します。

１　募集職種
　畜産技術職

２　募集人数
　若干名

３　応募資格
・令和８年３月に４年制大学・大学院を卒業もしくは修了予定の方、既卒３年以内の方
・令和８年４月１日から出勤できる方
・全学部全学科対象
・普通自動車運転免許（AT限定可）

※　詳細は当協会ホームページのリクルートサイトをご覧ください。
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（公社）中央畜産会　経営支援部（情報）  TEL03-6206-0846

（公社）中央畜産会からのお知らせ

◀スマートフォンからはこちら

◀パソコンからはこちらで検索

がんばる畜産

畜産現場の“今”を30分の番組にしました
映像を各種研修会、セミナーにご活用ください
配信中の内容：総集編 思いが繋ぐ畜産の未来／明るい未来へ向け

て畜産DXの取り組み／乳用牛改良の取り組み／地
域ぐるみで国産飼料生産！　ほか

p00 広告_がんばる畜産８.indd   2 2024/11/05   16:11:33
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　地方競馬全国協会では、令和5年以来、牛乳・乳製品の消費拡大を目的として、地方競馬が一丸となった取り

組み「地方競馬ミルクウィーク」を開催しています。

　これは、国内の生乳消費が落ち込む春休みの時期に合わせて開催する生乳消費拡大キャンペーンで、期間中は

全国13か所の地方競馬場で国産生乳を使用した牛乳・乳製品の配布と協賛レースの開催を行っています。

　新潟県馬事畜産振興協議会（事務局：新潟県畜産協会）もこのキャンペーンに参画し、令和7年は3月16日（日）、

北陸四県唯一の地方競馬場「金沢競馬」において、乳製品の配布・冠レース「がんばれ！新潟の酪農応援賞」を

開催しました。

　金沢競馬は冬季休業しており、この日は令和7年の初日にあたります。事前の予報どおり雨模様での開催とな

りましたが、開催を待ちわびていた多くのお客様に来場いただき、用意した乳製品1,500セットをすべて配るこ

とができました。

　また、新潟冠レースは馬名「ウメタロウ」が一着となり、レース優勝者には副賞として株式会社佐渡乳業の乳

製品ギフトセットを贈呈しました。

　全国競馬場におけるイベントと平行して、インターネットでも地方競馬ミルクウィークが開催されており、多

くの方に酪農と競馬に興味を持っていただける機会になったと思います。

馬事畜産振興協議会
地方競馬ミルクウィークを開催しました！



（令和７年４月１日）58号 7

　新潟県畜産協会では、競走馬以外の乗用馬・軽種馬の飼養衛生管理環境の整備を図るために、日本中央競馬会

および地方競馬全国協会の補助を受けて、最新の馬飼養・獣医療に係る知識・技術習得のための講習会を開催し

ています。

　今年度は令和７年１月29日（水）、講師として日本中央競馬会馬事部防疫課の伊藤瑛基係長をお招きして、「馬

の飼養管理と健康管理について」と題して講習会を開催し、県内で実際に馬獣医療や防疫に関わる家畜保健衛生

所・農業共済組合等の獣医師５名が参加しました。

　本講習会は令和２年度以来、新型コロナウイルス感染症の蔓延を受けて書面での開催を続けており、実に4年

ぶりの対面開催となりました。

　伊藤係長には事前に参加者の方から要望のあった議題を講演の内容に盛り込んでいただき、日々の健康観察に

始まり、飼料給与体系の基礎と軽種馬牧場管理ソフトの紹介、老齢馬の飼養管理において留意すべきポイントな

ど、実際の獣医療の最前線からの知見についてご講演いただきました。

　終了後は参加者の方から活発な質疑もあり、馬の飼養についての知見を深めることのできる貴重な機会となり

ました。

　令和７年３月４日に、ＪＡ全農くみあい飼料株式会社新潟営業所（聖籠町）にて、畜産飼料製造を
テーマにした研修会を開催しました。
　ＪＡ全農くみあい飼料株式会社新潟営業所の塩島所長代理に研修の流れをご説明いただいた後、新
潟工場の石崎 晃 工場長と森 正芳 製造部長から、工場における飼料の製造などについて説明してい
ただきました。
　鳥インフルエンザの流行や寒波による積雪のため、当初予定していた工場内の見学や胎内市の和牛
繁殖農場見学は事前に中止となってしまいましたが、
幅広く興味深い内容をたくさんお話しいただき、とて
も有意義な研修会となり、
大変参考になりました。
　来年度も楽しい活動を
企画していきたいと思い
ますので、ぜひご期待く
ださい。

馬飼養衛生管理特別対策事業
馬飼養衛生管理技術地方講習会を開催しました

にいがた畜産女子会

「畜産飼料工場研修」を開催しました！

畜産女子会員と
くみあい飼料の皆様で

記念撮影
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畜産安心ブランド生産農場だより

酪農経営：宮野  一香　
（新発田市）

　私が酪農の仕事を始めたのは、約８年前に
なります。途中、出産や育児に専念する期間
もありましたが、今は、朝晩の搾乳と飼槽や
牛床の掃除などを中心に作業をしています。
　日々仕事をする中で、動物相手だからこそ、
目配り、気配り、心配りが大切だなと感じて
います。牛の体調の変化など、まだまだ自分
からは気づけていないことがたくさんあるの
で、経験をもっと積み重ねていきたいと思っ
ています。
　畜産女子会には入会したばかりで、まだ活
動に参加できていませんが、県内の様々な地
域のみなさんとの交流を深め、視野を広げて
いけたらと思っています。どうぞよろしくお
願い致します。

畜産安心ブランド生産農場だより

十日町市：株式会社 平野養豚　　
佐藤  　隆　

　当農場は十日町市で母豚100頭規模の一貫経営を
営んでおり、ブランド肉の「妻有ポーク」を生産す
る妻有畜産グループに所属しています。妻有ポーク
は白く甘みのある脂身が特徴で、市内の学校給食や
地元の精肉店、飲食店をはじめ県内スーパー等で取
り扱って頂いています。
　養豚経営においては、依然として飼料高騰による
経営への影響、豚熱の脅威が続いています。当農場
でも疾病を入れないことは勿論ですが、事故率・飼
料要求率の改善が必要だと考え、日々の観察や豚舎
内の環境に気を配っています。しかし、近年の夏の
異常な暑さによる採食量や繁殖成績の低下は避けら
れず、更なる対策を模索しています。少しでも豚が
ストレスなく健康に育ってくれるよう今後も環境改
善に取り組んでいきます。
　豪雪地域である十日町で養豚場を経営することは
苦労も多いと感じます。今年も本当に多くの雪が降
り、除雪作業だけで一日が終わってしまったことも
ありました。それでも妻の祖父が始めた養豚場を継
続し、発展させていくことが私の責務であり、楽し
みでもあります。
　これからも安全・安心で美味しい「妻有ポーク」
を多くの方に楽しんで頂けるよう努力していくとと
もに、新潟県の畜産事業の発展に寄与していきたい
と思います。

編集後記
　この冬は寒波により新潟市内でも「顕著な大雪」が発表されるなど、大変でした。
ようやく春になりほっとしています。畜産情勢も寒波のように厳しい時期ですが、
早く暖かい春が来るよう祈るとともに、この厳しい畜産情勢を乗り越えられるよう、
当協会も支援に努めてまいります。
� （編集担当：佐藤）


